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論文内容の要旨
本論文ば，種々のモノア Jレキ Jレおよびジアノレキノレタリウム化合物を合成し， これら化合物の反
応性および、構造について研究した成果を述べたもので，その内容は 5 章からなっている。
第 1 章は，本研究の目的とその内容についての概要を記述している。
第 2 章では， まったく新らしい型の化合物である RTl (OCOR')2 (R=Me, Et, n-Pr ; R' = 
Me，トPr) をジアノレキノレタリウムカノレボン酸塩と対応する第二水銀カ Jレボン酸塩との反応によ
り合成している。 またモノアノレキ Jレタリウム化合物の一種であるアルキノレシアノタリウム酢酸
塩， R (CN) TI0Ac (R=Me, Et) を， 第二酢酸タリウムと種々の有機スズ化合物 (Me2SnF2，
Me3SnOAc, Me4Sn, Et4Sn) または (NH4)2 (MeSiF 5J および NaCN との反応により合成できる
乙とを見出している。
第 3 章では，乙れらのそノア Jレキルタリウム化合物の分解性を調べ， RTl (OCOR')2 は回体状
態または水溶液中で加熱する乙とにより ROCOR' と TI0COR' とに分解する乙とを見出してい
る。さらにそノアノレキルタリウム化合物は種々の有機スズ化合物や有機ホウ素化合物，フヱニJレ
アセチレン等と容易に反応して安定な混合ジアノレキ Jレタリウム化合物を与える ζ とを見出してい
る。
第 4 章では，有機溶媒に可溶な種々のジメチルタリウム化合物を合成し， 分子量測定結果や
UV， IR スペクトノレの測定結果等より，四配位の Tl を含む構造を推定している。また比較的安
定な種々のモノア jレキノレタリウムピスキレート化合物をも同様に合成し，乙れらにおいては五配
位の Tl を含む構造を推定している。また IR スペクト Jレにおける ν(TI-CH3) ， ρ(CH3) の波数
および NMR スベクト Jレにおける J (TI-CH3) の値の比較から， モノアノレキノレおよびジアノレキ
Jレタリウム化合物においては Tl-S 結合が TI-O， TI-N 結合よりも強いこと， したがって前者
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を含む化合物では TI-C 結合が弱められていることなどを明らかにしている。さらに固体状態に
おける R (X) TI0Ac (X=CN, OAc ; R=Me, Ph) においては Rおよび X と強く結合し，残り
の OAc 基とは弱いイオン性の結合をしている Tl 原子が含まれていることを，遠赤外スペクト
ノレの測定結果より明らかにしている。
第 5 章では，以上の結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は種々のモノアノレキノレおよびジアノレキノレタリウム化合物の合成と性状に関する研究につ
いて述べたもので，つぎのような結論を得ている。
( i ) 新ちしい化合物である種々のモノメチノレ，モノエチノレ，モノプロピノレタリウム化合物が，
R2TI0COR' と Hg (OCOR')2 との反応または Tl (OAC)3 と有機ケイ素，有機スズ化合物と
の反応 lとより合成される。
(ii ) RTl (OCOR') 2 は熱的に不安定で ROCOR' と TI0COR' とに分解する。
(ii) RTl (OCOR') 2 は種々のアノレキ Jレ化剤， アリノレ化剤と反応して混合ジアノレキルタリウム化
合物を与える。
(iv) 種々のジメチノレタリウム化合物， モノアノレキノレタリウム化合物においては Tl-S 結合が
TI-0 や TトN 結合よりも強い。
(v) R (X) TI0Ac (X=CN, OAc) では Tl は一つの R と一つのX と強く結合し，残りの OAc
基とはイオン性の弱い結合をしている。
以上の結果は，有機タリウム化合物の化学の進歩に新らしい重要な知見を与えるものである。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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